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「
家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
」

けん
ちゃん災

害
が
発
生
し
た
と
き
、
一
人
ひ
と

り
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
い

い
か
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
か
。

　

家
族
で
防
災
会
議
を
開
い
て
、
連
絡

方
法
や
避
難
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お

く
と
、
災
害
時
に
慌
て
ず
に
す
み
ま
す
。

　

１
年
に
１
回
は
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い

の
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

▪
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
た
い
こ
と

◉
家
族
の
連
絡
方
法

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

　

の
使
い
方
を
確
認

◉
避
難
場
所
・
避
難
経
路

　

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
で
確
認

◉
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
の
点
検

　

１
年
に
１
回
は
中

　

身
を
点
検
し
、
古

　
い
も
の
は
交
換

◉
地
震
発
生
時
の
役
割
分
担

　

◦
火
を
消
す

　

◦
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る

　

◦
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

　

◦
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

　

◦
出
入
り
口
を
確
保
す
る

　

◦
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
情
報
確
認

◉
消
火
器
の
置
き
場
所
と
使
い
方

◉
家
具
転
倒
防
止
対
策

◉
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
の
要
援
護
者

　

の
安
全
確
保

　

自
分
の
身
、

そ
し
て
家
族
の

身
を
守
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
一
度

話
し
合
い
の
機

会
を
持
ち
ま

し
ょ
う
！

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

①
１
７
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

②
録
音
ま
た
は
再
生
を
選
ぶ

③
被
災
地
の
方
の
電
話
番
号
を
入
力

　

す
る

④
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

の
録
音
ま
た

　

は
再
生

　続いて、大久保町の本多さんのハウスで「イチゴ
狩り」をしました。真っ赤に実ったたくさんのイチ
ゴを見て、園児たちは大喜びで、次々とほお張って
いました。
　そして、加治町の菜の花畑に移動し、元気に満開
の菜の花畑を散策しました。受け入れを行ったＮ
ＰＯ法人田原菜の花エコネットワークの皆さんか
ら菜の花と手作りプレゼントが贈られ、園児たち
が笑顔で「ありがとう」とお礼を言うと、同団体の
皆さんもうれしそうな様子でした。
　菜の花と一緒に笑顔が満開になるこの交流が、
これからもずっと続いていくといいですね。
▶政策推進課　☎２３局３５０７

▪交流のきっかけ
　平成14年12月、上流域から届く「水」への感謝の
気持ちを込めて、旧田原町農業委員会が旧津具村

（現設楽町）の津具保育園に菜の花を贈りました。
これがきっかけとなり、毎年菜の花を通じた交流を
行っています。
▪設楽町の保育園児がひと足早い春を満喫！
　今回は、設楽町の津具保育園から7名、名倉保育
園から15名の園児が田原市にやってきました。
　サンテパルクたはらに到
着した園児たちは、普段間近
で見ることのない動物たち
とのふれあい体験を行い、記
念撮影やえさやりを楽しみ
ました。

～国内外との交流・多文化共生～

姉妹都市設楽町との「菜の花交流」
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